
1
9
8
0
年
か
ら
劇
が
増
え

る
。
劇
は
映
画
が
盛
ん
に
な

る
と
急
激
に
減
少
し
て
い
た

が
、
映
画
に
次
ぐ
V
T
R
の

減
少
す
る
80
年
代
後
半
か
ら

急
増
（「
三
丘
百
年
」）。

05
年　
　
　
　

水
泳
部
が
初
め
て
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

　
　
　
　
　
　
ス
イ
ミ
ン
グ
披
露※

メ
モ
⑦

昭
和
校
舎
撤
去
完
了

48
年　
新
制
三
国
丘
高
校
発
足

20
年　
　
　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
体
育
祭
は
な
し
、
９
月
に
文
化
祭

　
　
　
　
　
　

の
み
、
外
部
か
ら
の
観
客
な
し
で
実
施
。
演
劇
は

　
　
　
　
　
　

マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を
つ
け
て
。
飲
食
店
な
し
。

＊
69
年　

東
大
入
試
中
止

新
型
コ
ロ
ナ

　
猛
威
を
振
る
う

ア
ポ
ロ
11
号
が
人
類
初

月
面
着
陸

84
年　
　
　
　

職
員
有
志
の
劇
「
坊
ち
ゃ
ん
」
上
演

　
　
　
　
　
　

２
日
目
は
雨
で
「
つ
ど
い
」
中
止

19
年　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
、
垂
れ
幕
、
黒
板
ア
ー
ト
、
舞
台
発
表

　
　
　
　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
。

88
年　
　
　
　
「
ね
る
と
ん
紅
鯨
団
」
登
場

　
　
　
　
　
　

職
員
有
志
の
劇
「
父
帰
る
」
上
演

　
　
　
　
　
　

出
展
団
体
数
80
、
史
上
最
大
規
模
（
こ
の
年
の
定
員
46
学
級
2
2
0
8
名
）

51
年　
定
時
制
課
程
併
設

94
年　
本
館
校
舎
竣
工

14
年　
S
G
H
に
指
定
さ
れ
る

18
年　
全
ク
ラ
ス
文
理
学
科
に

95
年　
母
校
創
立
百
周
年

09
年　
　
　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
入
場
者
数
や
や
減

99
年　
新
校
舎
に
堺
市
景
観
賞

15
年　
母
校
創
立
1
2
0
周
年

昭　和平　成令　和
1960 年代1970 年代1980 年代2000 年代 1990 年代 1950 年代 1940 年代

80
年　
　
　
　

映
画
と
劇
が
同
数
。
バ
ン
ド
演
奏
、フ
ォ
ー
ク
演
奏
盛
ん（
両
日
で
24
組
出
演
）

69
年　
母
校
で
も
学
園
紛
争

67
年　
　
　
　
３
年
生
３
ク
ラ
ス
が
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
政
治
理
想
・
教
育
・
交
際
に
つ
い
て
」

68
年　
　
　
　
「
安
保
」「
全
学
連
」
な
ど
の
展
示
あ
り
。
ア
ー
チ
制
作
に
つ
い
て
議
論
。

69
年　
　
　
　

ジ
ュ
ー
ン
・
フ
ァ
イ
ア
ー
実
施※

メ
モ
⑤

70
年　
　
　
　
「
わ
か
る
わ
か
る
安
保
が
わ
か
る
」「
ベ
ト
ナ
ム
に
平
和
を
」

　
　
　
　
　
　
「
原
爆
ノ
ン
カ
ッ
ト
映
画
」「
圧
殺
の
森
」
な
ど
上
映
あ
り　

73
年　
　
　
　

職
員
会
議
で
「
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
部
の
活
動
を
認
め
る
か
否
か
」　

48
年　
　
　
　

新
制
高
校
第
１
回
の
文
化
祭
（
芸
能
祭
）※

メ
モ
①

　
　
　
　
　
　
体
育
祭
と
併
催
と
い
う
堺
中
祭
の
方
式
を
踏
襲

49
年　
　
　
　

同
第
２
回
（
10
月
開
催
。
1
日
目
＝
演
劇
・
音
楽
、

　
　
　
　
　
　

2
日
目
＝
文
化
の
部
、
3
日
目
＝
体
育
の
部
）

50
年　
　
　
　

こ
の
年
か
ら
分
離
。
だ
い
た
い
文
化
祭
は
６
月
中
旬
、

　
　
　
　
　
　
体
育
祭
は
10
月
中
旬
に
行
わ
れ
る
よ
う
に※

メ
モ
②

55
年　
　
　
　

60
周
年
記
念
祭
と
し
て
10
月
に
体
育
祭
と
併
催

57
年　
　
　
　

流
感
の
影
響
で
文
化
祭
を
10
月
に
延
期※
メ
モ
④

46
年　
　
　
　

第
１
回
堺
中
祭

47
年　
　
　
　

第
２
回
堺
中
祭

07
年　
　
　
　

両
日
と
も
激
し
い
雷
雨
で
出
し
物
の

　
　
　
　
　
　

中
止
や
変
更
も

11
年　
　
　
　

飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
も
実
施

63
年　
　
　
　

運
動
場
の
補
修
の
た
め
体
育
祭
を
中
止
、
９
月
に
文
化
祭

64
年　
　
　
　

生
徒
会
執
行
部
成
立
せ
ず
、
文
化
祭
運
営
委
員
会
を
結
成
し
て
実
施

66
年　
　
　
　

職
員
有
志
が
劇
「
山
小
屋
」
を
、
暑
い
中
ア
ノ
ラ
ッ
ク
を
つ
け
て
熱
演
、

　
　
　
　
　
　

講
堂
満
員
。「
先
生
方
の
出
演
は
初
め
て
」（
三
国
丘
高
新
聞
１
０
８
号
）

81
年　
　
　
　

生
徒
会
執
行
部
成
立
せ
ず
。「
文
化
祭
中
止
か
」

　
　
　
　
　
　

と
騒
が
れ
た
が
無
事
開
催
、
玄
関
に
ア
ー
チ
も
。

　
　
　
　
　
　

両
日
と
も
雨

2010 年代2020 年代

例
年
体
育
祭
で
行
わ
れ
て
い
た
飲
食
バ
ザ
ー
を
特
別
に
許
可
し
て
ほ
し
い

と
訴
え
た
が
却
下
さ
れ
る
。
お
化
け
屋
敷
も
「
縁
日
的
で
あ
る
」「
危
険

で
あ
る
」「
文
化
祭
は
遊
び
で
は
な
い
」
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
な
ど
波
乱

に
富
ん
だ
文
化
祭
と
な
っ
た
（
三
国
丘
高
新
聞
95
号
か
ら
概
略
）

＊
95
年　

w
indow

s

95
発
売

＊
53
年　

テ
レ
ビ
放
送
開
始

74
年　
　
　
　
終
了
後
の
つ
ど
い
「
ほ
の
ぼ
の
広
場
」
で
金
丸
光
一
先
生
・

　
　
　
　
　
　

  

景
山
久
雄
先
生
・
西
尾
謙
市
郎
先
生
が
熱
演

07
年　

91
年　
　
　
　

３
年
は
16
ク
ラ
ス
全
部
が
劇
。
映
画
は
３
ク
ラ
ス
と
光
画
部
だ
け
。

65
年　
　
　
　

ク
ラ
ス
参
加
の
う
ち
劇
６
・
合
唱
７

　
　
　

マ
ジ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
が
６
つ
、
コ
ー
ラ
ス
喫
茶
が
５
つ
も
。

63
年　
通
学
区
域
改
訂
、
13

学
区
制
か
ら
５
学
区

制
に
。
母
校
は
第
５

学
区
に

＊
64
年　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

73
年　
通
学
区
域
改
訂
、
９
学

区
制
に
。
母
校
は
第
８

学
区
に

　　
通
学
区
域
撤
廃

＊
86
年　
マ
ン
ガ「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

ん
」
連
載
開
始

＊
87
年　
ね
る
と
ん
紅
鯨
団
放
送

（
〜
94
年
）、
集
団
見
合

い
企
画
が
大
人
気

＊
73
年　「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
大
作
戦
」

放
送
開
始
（
〜
85
年
）

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ
プ

ル
が
大
人
気

＊
75
年　
ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
発
売

＊
76
年　
V
H
S
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

発
売

＊
65
年
フ
ジ
カ
シ
ン
グ
ル
８
発
売

＊
83
年　
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
開
園

＊
90
年　
ア
ニ
メ「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ

ん
」
放
映
開
始

＊
01
年　
映
画
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー

イ
ズ
」
公
開

＊
03
年　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「W

ATE 
R BO

YS

」
放
送

84
年　
野
球
部
が
選
抜
高
校
野

球
大
会
に
出
場

11
年　
文
理
学
科
を
設
置

　
　
　
女
子
の
制
服
の
デ
ザ

イ
ン
が
変
わ
る

４
学
区
制
に
。
母
校
は

第
４
学
区
に

劇が増える
映画は急減 ８ミリ映画全盛 クラブの発表や

有志の演奏中心

初
期
は
ク
ラ
ブ
の
発
表
や

有
志
の
演
奏
な
ど
が
中
心

だ
っ
た
が
、
次
第
に
ク
ラ

ス
参
加
が
増
え
て
く
る
。

「
８
ミ
リ
映
画
は
昭

和
48
年
ご
ろ
か
ら

増
え
、
そ
の
内
容

は
学
園
も
の
が
一

番
多
く
…
」

（「
三
丘
百
年
」）

51
年　
　
　
　

第
１
回
月
見
祭※

メ
モ
③

文化祭
特集

文
化
祭
が
秋
に
開
催
さ

れ
た
の
は
57
年
ぶ
り

時
代
と
と
も
に 

│ 

そ
の
70
年
の
あ
ゆ
み

＊
71
年　
角
川
文
庫
で
横
溝
正
史

シ
リ
ー
ズ
刊
行

＊
66
年

ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

垂れ幕、各種コンクールも定番に 劇が中心の傾向が定着
バンド演奏も人気

展示中心から
次第に劇、合唱が増える

第
10
回

第
８
回

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
16
回

第
17
回

第
18
回

第
19
回

第
20
回

第
21
回

第
22
回

第
23
回

第
26
回

第
27
回

77
年　
　
　
　

教
室
行
事
参
加
28
ク
ラ
ス
中
18
ク
ラ
ス
が
８
ミ
リ
映
画

　
　
　
　
　
　
「
つ
ど
い
」
は
中
止
に

第
30
回

79
年　
　
　
　

ク
ラ
ス
参
加
の
半
数
が
８
ミ
リ
映
画
上
映
（
劇
の
３
倍
）

第
32
回

第
33
回

第
34
回

第
37
回

第
41
回

第
44
回

93
年　
　
　
　
「
今
年
も
昨
年
と
同
様
『
劇
づ
く
し
』」（
三
国
丘
高
新
聞
２
３
８
号
）

第
46
回

95
年　
　
　
　

飲
食
店
で
調
理
済
み
冷
凍
食
品
の
利
用
を
認
め
る※

メ
モ
⑥

第
48
回

96
年　
　
　
　

盛
況
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
急
き
ょ
増
刷

　
　
　
　
　
　

閉
会
式
終
了
後
、
体
育
館
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

第
49
回

97
年　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
始
ま
る
（
来
校
者
に
よ
る
投
票
で
）

第
50
回

98
年　
　
　
　

垂
れ
幕
コ
ン
ク
ー
ル
も
始
ま
る

第
51
回

99
年　
　
　
　

来
校
者
の
べ
約
４
０
０
０
人
と
盛
況
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
後
夜
祭
も　

　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
・
垂
れ
幕
・
黒
板
ア
ー
ト
・
舞
台
発
表
の
コ
ン
ク
ー
ル
実
施

第
52
回

第
58
回

第
60
回

第
62
回

第
64
回

18
年　
　
　
　

水
泳
部
の
シ
ン
ク
ロ
は
こ
の
年
が
最
後
に

第
71
回

第
72
回

第
73
回

堺
中
祭
は
文
化
・
芸
術
と

ス
ポ
ー
ツ
を
合
わ
せ
た
総

合
的
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
文
化
祭
と
体
育

祭
が
分
離
・
発
展
す
る
。

年
表
中
の
メ
モ
①
〜
⑦
に
つ
い
て
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
を
参
照

ＳＳＨ＝スーパーサイエンスハイスクール、ＳＧＨ＝スーパーグローバルハイスクール

S
S
H
に
指
定
さ
れ
る

09
年

S
S
H
に
指
定
さ
れ
る

17
年

78
年　
　
　
　

２
年
・
３
年
の
教
室
行
事
は
す
べ
て
映
画

第
31
回

83
年　
　
　
　

中
止
が
続
い
て
い
た
「
つ
ど
い
」
が
復
活
し
た
が
雨

第
36
回

94
年　
　
　
　

旧
校
舎
本
館
の
講
堂
が
使
用
さ
れ
た
最
後
の
文
化
祭

第
47
回

「フォークソングの
集い」盛ん

飲食店充実 ?!

シンクロが
大人気

コーラス喫茶
流行

カラオケ、
迷路も

80年代に
多かった

「フィーリング
カップル」

◀第 22 回（1969 年）
ジューン・ファイアー

▲第 70 回（2017 年）水泳部のシンクロ

▶
第
31
回
（
1
9
7
8
年
）

▲第３回（1950 年）ポスター

▲第 8 回（1955 年）ポスター

▼第 43 回（1990 年）▼第 73 回（2020 年）
マウスシールドをつけて演劇。時間制限も。

▲第 20 回（1967 年）

▲第 34 回（1981 年）アーチ

◀
第
45
回
（
1
9
9
2
年
）

◀
第
39
回
（
１
９
８
６
年
）

　
垂
れ
幕

▲第 11 回（1958 年）

▲第 24 回（1971 年）

▲第 17 回（1964 年）

▲第 53 回（2000 年）中庭を彩る垂れ幕

▲第 67 回（2014 年）

◀
第
57
回
（
2
0
0
4
年
）

▲第 36 回（1983 年）

▲第 46 回（1993 年）

▲第 29 回（1976 年）

▲第 12 回（1959 年）

▲第 10 回（1957 年）

▲第 55 回（2002 年）

▼
第
73
回
（
2
0
2
0
年
）

天
文
部
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

◀
第
28
回
（
1
9
7
5
年
）

堺
中
時
代
の
最
後
を
飾
っ
た
﹁
堺
中
祭
﹂
か
ら
生
ま
れ
た
体
育
祭
︵
72
号
で
特
集
︶
と
文
化
祭
。
両
者
は
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
展
を
遂
げ
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
あ
な
た
の
記
憶
の
中
の
文
化
祭
は
ど
ん
な
風
景
だ
ろ
う
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
で
作
っ
た

映
画
、
そ
れ
と
も
演
劇
？　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
？　

後
夜
祭
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
？　

ま
ず
は
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
。



※

①
〜
⑦
は
12
〜
13
ペ
ー
ジ
の
年
表
中
の
番
号

　
①
文
化
祭
の
は
じ
ま
り　
堺
中
祭
よ
り
前
、
明
治
期
に
は
談

話
部
が
朗
読
会
を
開
い
た
り
、
文
芸
部
が
書
画
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
前
者
は
大
正
期
に
は
「
学

芸
会
」
へ
と
発
展
、
ま
た
そ
の
頃
、
教
員
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
や
独
唱
が
披
露
さ
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
単
発
的
な
も
の
で
全
校
を
挙
げ
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
堺
中
祭
を
継
承
す
る
よ
う
に
発
足
し
た
文
化
祭
も
、
初

期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
音
楽
部
や
演
劇
部
の
発
表
の
他
は

有
志
の
劇
、
生
徒
の
ピ
ア
ノ
独
奏
、
独
唱
な
ど
。
ク
ラ
ス
参
加

が
中
心
の
今
日
の
文
化
祭
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　
②
６
月
の
文
化
祭
　
体
育
祭
と
分
離
開
催
（
第
３
回
〜
）
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
母
校
で
は
文
化
祭
は
基
本
的
に
６

月
中
旬
前
後
の
開
催
で
「
ど
こ
の
学
校
よ
り
早
い
文
化
祭
」
と

言
わ
れ
た
。
秋
に
開
催
さ
れ
た
の
は
第
８
回
（
60
周
年
記
念
祭
）

と
流
感
で
延
期
に
な
っ
た
第
10
回
、
体
育
祭
が
中
止
に
な
っ
た

第
16
回
だ
け
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
た
２
０
２
０

年
は
「
57
年
ぶ
り
」
の
秋
開
催
だ
っ
た
。

　
中
間
試
験
が
終
わ
っ
た
後
す
ぐ
に
準
備
を
始
め
な
い
と
い
け

な
い
の
で
「
二
週
間
文
化
祭
」
の
異
名
が
あ
る
ほ
ど
。
ま
た
、

季
節
的
に
雨
が
降
る
こ
と
も
多
く
、
記
録
が
残
っ
て
い
る
分
だ

け
で
も
1
9
6
5
、70
、72
、73
、81
、83
、84
、90
、98
、２
０
０
５
、

07
、
10
年
に
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
特
に
07
年
は
両
日
と
も

激
し
い
雨
で
、
一
部
予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
③
月
見
祭　
定
時
制
の
文
化
祭
は「
月
見
祭
」と
い
う
名
前
で
、

特
に
演
劇
が
盛
ん
だ
っ
た
。「
三
丘
百
年
」
の
高
落
庸
輔
さ
ん
（
定

３
回
）
の
寄
稿
に
よ
る
と
、「
も
と
も

と
演
劇
活
動
の
場
を
求
め
て
入
学
し

た
よ
う
な
も
の
」
だ
っ
た
高
落
さ
ん

が
２
年
時
に
演
劇
部
を
創
設
。「
定
時

制
生
徒
の
年
齢
差
や
職
場
体
験
な
ど

に
よ
る
個
性
の
ち
が
い
は
、
と
か
く

画
一
的
に
な
り
が
ち
な
学
校
演
劇
の
幅
を
広
げ
た
」
と
い
う
。

全
日
制
の
生
徒
が
見
学
に
来
た
り
、
定
時
制
演
劇
部
が
全
日
制

の
文
化
祭
に
出
演
し
た
り
と
い
う
交
流
も
。
ロ
ッ
ク
歌
手
の
内

田
裕
也
も
一
時
期
演
劇
部
に
籍
を
置
い
て
い
た
。

　
④
流
感
で
延
期
　
1
9
5
7
年
に
日
本
を
襲
っ
た
流
感
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
は
「
ア
ジ
ア
か
ぜ
」
ま
た
は
「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
中
国
南
部
で
発
生
し
て
こ
の
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
世
界
的
に
流
行
、
世
界
で
1
0
0
万
人
、
日

本
で
も
5
7
0
0
人
の
死
者
が
出
た
。
母
校
で
も
生
徒
の
２
割
近

く
が
欠
席
、
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
6
月
8
日
に
は
休
校
。
教
育

委
員
会
か
ら
は「
旅
行
、文
化
祭
、そ
の
他
集
会
行
事
は
一
切
禁
止
」

と
の
通
達
が
学
校
に
。
こ
の
た
め
文
化
祭
は
当
初
の
予
定
（
6
月

8
、9
日
）
を
１
週
間
延
期
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、

そ
の
後
、
さ
ら
に
延
期
す
る
（
職
員
会
議
）
か
そ
の
ま
ま
強
行
す

る（
生
徒
会
執
行
部
）か
で
意
見
が
分
か
れ
る
。
最
終
的
に「
延
期
」

と
な
り
、10
月
11
、12
日
に
文
化
祭
、13
日
に
体
育
祭
を
実
施
し
た
。

　

⑤
ジ
ュ
ー
ン
・
フ
ァ
イ
ア
ー　
1
9
６
９
年
６
月
、
一
部
の
生

徒
が
文
化
祭
で
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム
実
施
を
要
求
し
た
が
実
現

せ
ず
、代
わ
り
に
実
施
さ
れ
た
の
が
「
ジ
ュ
ー
ン・フ
ァ
イ
ア
ー
」。

こ
の
年
の
体
育
祭
で
は
君
が
代
斉
唱
拒
否
の
ビ
ラ
が
ま
か
れ
、
11

月
に
は
一
部
生
徒
が
「
全
学
闘
争
委
員
会
（
全
学
斗
）」
を
組
織
。

12
月
に
は
「
反
三
国
丘
新
聞
」
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
も
。

　
⑥
飲
食
店　
現
在
、
2
年
、
3
年
が
劇
な
ど
の
舞
台
発
表
、
1

年
生
が
飲
食
店
や
縁
日
と
い
う
の
が
ほ
ぼ
定
番
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
に
は
飲
食
バ
ザ
ー
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
で
大
い
に
も
め

た
こ
と
も
あ
る
が
、
規
制
は
緩
や
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
い
っ

て
も
火
気
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
調
理
済
み
冷
凍
食
品

を
レ
ン
ジ
や
ト
ー
ス
タ
ー
、
湯
煎
で
温
め
て
で
き
る
も
の
（
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
や
パ
ン
ケ
ー
キ
、
チ
ュ
ロ
ス
な
ど
）
限
定
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
飲
食
店
は
な
か
っ
た
。

　
⑦
文
化
祭
と
シ
ン
ク
ロ　
文
化
祭
で
水
泳
部
に
よ
る
シ
ン
ク
ロ

が
披
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
2
0
0
5
年
。
01
年
の
映
画

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」、
そ
れ
を
元
に
し
た
03
年
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「W

ATER BO
YS

」
に
刺
激
を
受
け
た
水
泳
部
員
（
高
57

回
生
）
た
ち
が
発
案
し
て
始
め
た
が
結
局
実
現
で
き
ず
に
卒
業
、

後
輩
た
ち
が
引
き
継
い
で
そ
の
年
の
文
化
祭
で
実
現
さ
せ
た
。

　
毎
年
大
人
気
で
、
開
場
前
か
ら
整
理
券
を
求
め
る
人
々
が
列
を

作
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、18
年
を
最
後
に
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

元
々
、
水
泳
部
と
し
て
は
競
泳
が
メ
イ
ン
で
シ
ン
ク
ロ
は
希
望
者

だ
け
が
参
加
す
る
「
部
外
活
動
」。
ま
た
、
文
化
祭
の
行
わ
れ
る

６
月
は
水
泳
の
練
習
が
本
格
化
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
、
プ
ー

ル
を
区
切
っ
て
シ
ン
ク
ロ
と
競
泳
の
両
方
を
練
習
す
る
こ
と
も
難

し
い
、
プ
ー
ル
も
浅
く
危
険
で
あ
る
、
な
ど
の
理
由
か
ら
だ
。

特集・文化祭

　
▼
学
校
で
１
軒
だ
け
出
店
で
き
た
「
喫

茶
室
」
を
や
り
ま
し
た
。
毎
年
軟
式
テ
ニ

ス
部
だ
っ
た
か
な
？
が
や
る
の
が
暗
黙
の

了
解
だ
っ
た
も
の
に
、
急
き
ょ
手
を
挙
げ

て
奪
い
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
男
子
が

蝶
ネ
ク
タ
イ
で
ウ
エ
イ
タ
ー
を
し
て
、
女

子
が
裏
方
。男
子
が
意
外
に
ノ
リ
ノ
リ
だ
っ

た
の
が
お
か
し
か
っ
た
で
す
。
喫
茶
室
は

１
軒
だ
け
な
の
で
、
思
い
の
ほ
か
繁
盛
し

て
、
打
ち
上
げ
は
「
か
に
道
楽
」
で
し
た
。

部
屋
の
外
の
廊
下
で
先
生
が
「
酒
飲
む
な

よ
」
的
に
に
ら
み
を
利
か
せ
て
い
た
の
も

お
か
し
か
っ
た
で
す
。（
高
33
回
）

　
▼
２
年
時
は
「
虜
囚
」
と
い
う
劇
。
日

露
戦
争
を
背
景
に
、
松
山
の
地
で
捕
虜
と

な
っ
た
ロ
シ
ア
人
兵
士
と
日
本
人
と
の
交

流
を
描
い
た
作
品
で
す
。
市
井
の
一
幕
を

描
き
な
が
ら
、
戦
争
と
人
間
に
つ
い
て
提

起
し
ま
し
た
。
３
年
時
は
「
山
小
屋
に
て
」

と
い
う
劇
で
し
た
。
山
で
遭
難
し
た
青
年
、

１
年
後
供
養
に
訪
れ
る
母
親
、
山
で
自
殺

を
図
ろ
う
と
す
る
青
年
等
、
北
ア
ル
プ
ス

を
舞
台
に
、
若
さ
ゆ
え
の
葛
藤
を
描
こ
う

と
し
ま
し
た
。（
高
21
回
）

　
▼
定
時
制
は
「
月
見
祭
」
と
い
う
名
前

で
10
月
に
開
催
。
演
劇
部
、
美
術
部
が
協

力
し
て
準
備
、終
電
車
ま
で
頑
張
っ
た
。「
夕

鶴
」
を
上
演
し
た
時
は
チ
ョ
ー
ク
の
粉
を

髪
に
つ
け
て
白
髪
に
見
せ
た
り
、
工
夫
し

た
。「
つ
う
」
役
が
２
人
い
て
、
も
め
た
記

憶
が
あ
る
。（
定
４
回
）

　
▼
高
３
（
73
年
）
の
文
化

祭
、
有
志
で
当
時
、
流
行
っ

た
仁
侠
映
画
を
ベ
ー
ス
に
映

画
を
製
作
。
脚
本
、
配
役
、
衣
装
等
を
生

徒
で
行
い
、
当
時
の
恩
師
の
枩
野
正
剛
、

森
瑛
二
郎
、
井
出
（
兵
頭
）
修
美
先
生
に

も
ご
出
演
頂
き
ま
し
た
。
ロ
ケ
は
校
内
、

生
徒
宅
、
方
違
神
社
、
河
原
等
で
敢
行
。

力
作
、
熱
演
で
夜
遅
く
ま
で
制
作
し
ま
し

た
。
当
時
は
ビ
デ
オ
も
な
く
、
無
声
の
８

ミ
リ
。
上
映
時
は
ア
フ
レ
コ
で
対
応
、
人

気
を
博
し
ま
し
た
。
時
代
は
流
れ
、
８
ミ

リ
の
デ
ー
タ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
り
、
昨
夏
に

は
、
ネ
ッ
ト
（facebook

）
で
も
見
れ
る

様
に
な
り
、
当
時
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
事

が
出
来
ま
す
。（
高
26
回
）

　
▼
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
の
余
韻
冷
め

や
ら
ぬ
1
9
8
4
年
初
夏
、
我
々
3
│
9

は
文
化
祭
出
展
の
映
画“Coke -Joke”

の
制
作
に
励
ん
で
い
た
。
当
時
話
題
の
映

画
〝
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
〞
の
パ
ロ
デ
ィ
で
、

「
望
み
が
叶
う
コ
ー
ラ
瓶
」
の
行
方
を
巡
る

ス
ト
ー
リ
ー
。
ロ
ケ
地
は
方
違
神
社
、
大

和
川
、
仁
徳
天
皇
陵
・
大
仙
公
園
と
、
堺

を
代
表
す
る
名
所
。
方
違
神
社
の
境
内
で
、

謎
の
言
語
〝
ビ
ビ
ン
バ
〞
を
連
呼
す
る
褐

色
の
現
地
人
を
演
じ
た
本
田
成
二
君
の
熱

演
が
懐
か
し
い
。
完
成

ま
で
の
追
い
込
み
、
蔡

栄
浩
君
宅
で
、
監
督
の

田
中
栄
治
君
、
清
水
隆

君
を
中
心
に
苦
闘
し
た

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
編

集
作
業
も
い
い
思
い
出

だ
。（
高
37
回
）

　
▼
平
成
校
舎
が
で
き
た
年
に
入
学
し
、
１

年
生
で
３
ク
ラ
ス
だ
け
の
幸
運
に
恵
ま
れ
新

教
室
に
。
文
化
祭
の
出
し
も
の
の
ポ
ス
タ
ー

を
制
作
す
る
の
に
、
で
き
て
３
カ
月
目
の
真

新
し
い
床
に
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
を
ベ
タ
っ
と

塗
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
、
今
も
残
っ
て

い
る
か
し
ら
？　
2
・
3
年
生
の
時
に
は
、

演
劇
を
多
目
的
ホ
ー
ル
で
お
披
露
目
し
た
後
、

中
庭
に
集
合
し
て
ク
ラ
ス
写
真
。
ま
だ
ピ
カ

ピ
カ
の
校
舎
と
池
の
水
が
レ
フ
板
に
な
っ
て
、

は
じ
け
る
ほ
ど
に
明
る
い
表
情
が
写
真
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。（
高
49
回
）

　
▼
２
年
前
期
に
生
徒
会
長
（
直
接
選
挙
で

選
ば
れ
る
会
長
が
各
部
長
を
指
名
す
る
「
大

統 

領
制
」）
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
ま 

し
た
。

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
１
学
年
16
ク

ラ
ス
・
全
校
2
0
0
0
人
で
大
盛
り
上 

が
り
。

一
方
「
教
室
の
配
置
」
や
「
講
堂
と
体
育
館
」

の
抽
選
が
熾
烈
で
し
た
し
、「
混
乱
を 

防
ぐ

た
め
、
宣
伝
は
教
室
前
で
」
へ
の
反
発
な
ど

細
か
な
ル
ー
ル
に
熱
く
な
っ
て
あ
ち
こ
ち
の 

ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
私
は
国
会
に
、
当
時
の
文
化
部
長
は
財

務
省
に
い
ま
す
。（
高
42
回
）

　
▼
私
は
母
校
在
学
時
、
生
徒
会
長
と
し
て

三
丘
生
1
0
0
0
名
の
青
春
の
思
い
出
を
い

い
も
の
に
す
る
と
執
行
部
の
仲
間
と
共
に
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
心
構
え
の
も
と

に
文
化
祭
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
に
携
わ
れ
た

こ
と
は
、
多
く
の
学
び
と
共
に
い
い
思
い
出

で
す
。
と
り
わ
け
、
仲
間
と
共
に
史
上
初
の

文
化
祭
後
夜
祭
を
実
現
し
た
際
、
体
育
館
の

キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
か
ら
集
ま
っ
た
学
友
の

姿
を
見
た
時
に
覚
え
た
達
成
感
は
今
も
鮮
や

か
で
す
。（
高
70
回
）

　
▼
中
３
か
高
１
の
と
き
、
２
つ
上
の
先

輩
が
三
丘
会
館
で
バ
ン
プ
の
曲
を
大
音
量

で
演
奏
し
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
熱
気

に
衝
撃
を
受
け
た
。
高
２
に
な
っ
て
、
学

校
が
苦
手
な
私
に
先
生
が
文
化
祭
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
描
く
よ
う
に
勧
め
て

く
れ
た
の
で
、
以
前
受
け
た
衝
撃
を
描
こ

う
と
思
っ
て
、
三
国
の
生
徒
と
は
思
え
な

い
不
良
姿
の
男
子
が
バ
ン
ド
を
組
ん
で
飛

び
跳
ね
て
演
奏
し
て
い
る
様
を
描
い
た
。

あ
の
ラ
イ
ブ
良
か
っ
た
な
ー
、
文
化
祭
、

は
じ
け
て
ほ
し
い
な
ー
と
。（
高
58
回
）

▼
当
時
の
美
術
部
は
、
物
品
販
売
で
ず
い

ぶ
ん
も
う
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
主

な
商
品
は
タ
イ
ル
で
作
っ
た
ブ
ロ
ー
チ
。

い
ろ
ん
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
並
べ
る
と

皆
さ
ん
結
構
手
に
取
っ
て
く
れ
て
。
お
う

ち
が
タ
イ
ル
屋
さ
ん
の
部
員
も
い
て
、
原

価
が
低
か
っ
た
の
は
内
緒
。
売
上
金
を
生

徒
会
に
上
納
し
て
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た

が
、
本
当
は
も
っ
と
実
入
り
が
あ
り
ま
し

た
！　
ご
め
ん
な
さ
い
。
他
に
も
針
金
細

工
で
文
字
を
作
っ
た
り
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
し

た
の
が
売
上
に
つ
な

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

経
営
の
基
礎
？
を
勉
強

し
ま
し
た
。（
高
37
回
）

　
▼
語
学
部
の
英
語
劇「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」で
、

私
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
母
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド

を
演
じ
ま
し
た
。
セ
リ
フ
は
一
行
だ
け
、

「O
h, m

y Lord!

」
で
し
た
。
オ
ー
ミ
ロ
ー

ド
！
と
発
音
す
る
の
だ
と
教
え
て
も
ら
っ

て
、
そ
れ
を
ず
ー
っ
と
覚
え
て
い
ま
す
。

緑
色
の
長
い
舞
台
衣
装
を
母
に
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
複
雑
な
女
の
葛
藤
な
ど
、

全
然
頭
に
な
く
大
根
役
者
も
い
い
と
こ
ろ

で
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
な
い

ほ
ど
の
端
役
だ
っ
た
の
に
大
い
に
緊
張
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。（
高
21
回
）

　
▼
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
の
出
し
物
は
演

劇
で
し
た
。
こ
の
頃
は
、
そ
の
近
年
に
話

題
に
な
っ
た
映
画
や
ド
ラ
マ
を
演
目
の
ネ

タ
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
私
た
ち
は
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」
と
「
女
帝
」（
ホ
ス

テ
ス
の
成
長
物
語
）
の
両
方
を
や
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
共
通
点
の
乏
し
い
２
作

品
を
融
合
さ
せ
る
脚
本
作
り
が
難
航
す
る

中
、
少
し
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
こ
と
で
脚

本
を
書
く
よ
う
頼
ま
れ
、
寝
る
間
も
惜
し

ん
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
皆
や

担
任
の
先
生
が
「
面
白
い
」
と
評
価
し
て

く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。（
高
63

回
）
　
▼
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
を
演
じ
ま
し
た
。

当
時
講
堂
？
（
劇
会
場
）
で
マ
ッ
チ
の
使

用
は
禁
止
と
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
本
番

で
マ
ッ
チ
を
擦
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
少
女
役
が
女
性
と
私
（
男
性
）
の
２

人
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
私
が
マ
ッ
チ
を

全
部
擦
っ
て
凍
え
死
に
し
た
後
、お
婆
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
天
国
へ
行
っ
て
幸
せ
に
な
る

役
が
そ
の
女
性
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
役
を
演
じ
た
せ
い
か
、

大
学
に
入
っ
て
演
劇
部
に
入
り
、
安
岡
章

太
郎
作
の
「
ブ
リ
ス
ト
ヴ
ィ
ル
の
午
後
」

と
い
う
２
人
劇
の
差
別
に
会
う
日
本
人
留

学
生
の
役
を
演
じ
ま
し
た
。（
高
21
回
）

　
▼
３
年
１
組
の
劇

「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
は

衣
装
を
宝
塚
歌
劇
団

か
ら
借
り
て
き
て
本

当
に
本
格
的
な
も
の

で
し
た
。
主
演
の
男

役
の
女
子
が
誰
だ
っ

た
か
忘
れ
ま
し
た

が
、
皆
か
ら
サ
イ
ン

を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
本
当
の

ス
タ
ー
扱
い
で
し
た
。（
高
21
回
）

　
▼
水
泳
部
は
文
化
祭
で
シ
ン
ク
ロ
を
披
露

す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
文
化
祭

の
半
年
以
上
前
か
ら
選
曲
・
振
り
付
け
・
構

成
・
衣
装
な
ど
全
て
を
自
分
達
で
考
え
、
毎

日
練
習
に
明
け
暮
れ
た
。
ま
だ
薄
暗
い
冬
の

朝
、
皆
が
遊
ん
で
い
る
昼
休
み
、
ク
タ
ク
タ

に
な
っ
た
部
活
の
後
、
も
ち
ろ
ん
嫌
に
な
っ

た
こ
と
は
何
度
も
あ
る
。
で
も
本
番
当
日
目

の
当
た
り
に
し
た
万
雷
の
拍
手
、
耳
を
つ
ん

ざ
く
黄
色
い
歓
声
。
全
て
が
報
わ
れ
た
気
が

し
た
。
私
は
あ
の
６
月
14
日
を
い
つ
ま
で
も

決
し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。（
高
69
回
）

　
▼
２
年
の
時
は
映
画
制
作
。
音
入
れ
を
す

る
た
め
に
う
ち
の
２
D
K
の
狭
い
部
屋
に
11

人
も
集
ま
っ
た
。
３
年
の
時
は
生
徒
会
が
成

立
し
な
か
っ
た
の
で
文
化
祭
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
た
。
自
分
は
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
忙

し
く
ク
ラ
ス
の
発
表
（
映
画
だ
っ
た
は
ず
）

は
全
く
手
伝
わ
ず
、
ク
ラ
ブ
（
放
送
部
）
の

ほ
う
も
２
年
生
に
お
ま
か
せ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。（
高
34
回
）

■ 

劇
を
熱
演

■ 

８
ミ
リ
映
画
制
作

■ 
喫
茶
店
が
繁
盛
！

■ 

生
徒
会
長
で
し
た

■
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

メ

モ

文
化
祭
の
思
い
出

と
い
え
ば
？

■ 

終
電
車
ま
で
頑
張
っ
た

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

▲第４回月見祭プログラム



　
①
文
化
祭
の
は
じ
ま
り　
堺
中
祭
よ
り
前
、
明
治
期
に
は
談

話
部
が
朗
読
会
を
開
い
た
り
、
文
芸
部
が
書
画
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
前
者
は
大
正
期
に
は
「
学

芸
会
」
へ
と
発
展
、
ま
た
そ
の
頃
、
教
員
に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
や
独
唱
が
披
露
さ
れ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
単
発
的
な
も
の
で
全
校
を
挙
げ
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
。
堺
中
祭
を
継
承
す
る
よ
う
に
発
足
し
た
文
化
祭
も
、
初

期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
音
楽
部
や
演
劇
部
の
発
表
の
他
は

有
志
の
劇
、
生
徒
の
ピ
ア
ノ
独
奏
、
独
唱
な
ど
。
ク
ラ
ス
参
加

が
中
心
の
今
日
の
文
化
祭
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

　
②
６
月
の
文
化
祭
　
体
育
祭
と
分
離
開
催
（
第
３
回
〜
）
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
母
校
で
は
文
化
祭
は
基
本
的
に
６

月
中
旬
前
後
の
開
催
で
「
ど
こ
の
学
校
よ
り
早
い
文
化
祭
」
と

言
わ
れ
た
。
秋
に
開
催
さ
れ
た
の
は
第
８
回
（
60
周
年
記
念
祭
）

と
流
感
で
延
期
に
な
っ
た
第
10
回
、
体
育
祭
が
中
止
に
な
っ
た

第
16
回
だ
け
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
た
２
０
２
０

年
は
「
57
年
ぶ
り
」
の
秋
開
催
だ
っ
た
。

　
中
間
試
験
が
終
わ
っ
た
後
す
ぐ
に
準
備
を
始
め
な
い
と
い
け

な
い
の
で
「
二
週
間
文
化
祭
」
の
異
名
が
あ
る
ほ
ど
。
ま
た
、

季
節
的
に
雨
が
降
る
こ
と
も
多
く
、
記
録
が
残
っ
て
い
る
分
だ

け
で
も
1
9
6
5
、70
、72
、73
、81
、83
、84
、90
、98
、２
０
０
５
、

07
、
10
年
に
雨
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
特
に
07
年
は
両
日
と
も

激
し
い
雨
で
、
一
部
予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
③
月
見
祭　
定
時
制
の
文
化
祭
は「
月
見
祭
」と
い
う
名
前
で
、

特
に
演
劇
が
盛
ん
だ
っ
た
。「
三
丘
百
年
」
の
高
落
庸
輔
さ
ん
（
定

３
回
）
の
寄
稿
に
よ
る
と
、「
も
と
も

と
演
劇
活
動
の
場
を
求
め
て
入
学
し

た
よ
う
な
も
の
」
だ
っ
た
高
落
さ
ん

が
２
年
時
に
演
劇
部
を
創
設
。「
定
時

制
生
徒
の
年
齢
差
や
職
場
体
験
な
ど

に
よ
る
個
性
の
ち
が
い
は
、
と
か
く

画
一
的
に
な
り
が
ち
な
学
校
演
劇
の
幅
を
広
げ
た
」
と
い
う
。

全
日
制
の
生
徒
が
見
学
に
来
た
り
、
定
時
制
演
劇
部
が
全
日
制

の
文
化
祭
に
出
演
し
た
り
と
い
う
交
流
も
。
ロ
ッ
ク
歌
手
の
内

田
裕
也
も
一
時
期
演
劇
部
に
籍
を
置
い
て
い
た
。

　
④
流
感
で
延
期
　
1
9
5
7
年
に
日
本
を
襲
っ
た
流
感
（
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
は
「
ア
ジ
ア
か
ぜ
」
ま
た
は
「
ア
ジ
ア
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
中
国
南
部
で
発
生
し
て
こ
の
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
世
界
的
に
流
行
、
世
界
で
1
0
0
万
人
、
日

本
で
も
5
7
0
0
人
の
死
者
が
出
た
。
母
校
で
も
生
徒
の
２
割
近

く
が
欠
席
、
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぎ
、
6
月
8
日
に
は
休
校
。
教
育

委
員
会
か
ら
は「
旅
行
、文
化
祭
、そ
の
他
集
会
行
事
は
一
切
禁
止
」

と
の
通
達
が
学
校
に
。
こ
の
た
め
文
化
祭
は
当
初
の
予
定
（
6
月

8
、9
日
）
を
１
週
間
延
期
し
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
が
、

そ
の
後
、
さ
ら
に
延
期
す
る
（
職
員
会
議
）
か
そ
の
ま
ま
強
行
す

る（
生
徒
会
執
行
部
）か
で
意
見
が
分
か
れ
る
。
最
終
的
に「
延
期
」

と
な
り
、10
月
11
、12
日
に
文
化
祭
、13
日
に
体
育
祭
を
実
施
し
た
。

　

⑤
ジ
ュ
ー
ン
・
フ
ァ
イ
ア
ー　
1
9
６
９
年
６
月
、
一
部
の
生

徒
が
文
化
祭
で
フ
ァ
イ
ア
ー
ス
ト
ー
ム
実
施
を
要
求
し
た
が
実
現

せ
ず
、代
わ
り
に
実
施
さ
れ
た
の
が
「
ジ
ュ
ー
ン・フ
ァ
イ
ア
ー
」。

こ
の
年
の
体
育
祭
で
は
君
が
代
斉
唱
拒
否
の
ビ
ラ
が
ま
か
れ
、
11

月
に
は
一
部
生
徒
が
「
全
学
闘
争
委
員
会
（
全
学
斗
）」
を
組
織
。

12
月
に
は
「
反
三
国
丘
新
聞
」
が
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
も
。

　
⑥
飲
食
店　
現
在
、
2
年
、
3
年
が
劇
な
ど
の
舞
台
発
表
、
1

年
生
が
飲
食
店
や
縁
日
と
い
う
の
が
ほ
ぼ
定
番
に
な
っ
て
い
る
。

過
去
に
は
飲
食
バ
ザ
ー
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
で
大
い
に
も
め

た
こ
と
も
あ
る
が
、
規
制
は
緩
や
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
と
い
っ

て
も
火
気
の
使
用
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
調
理
済
み
冷
凍
食
品

を
レ
ン
ジ
や
ト
ー
ス
タ
ー
、
湯
煎
で
温
め
て
で
き
る
も
の
（
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
や
パ
ン
ケ
ー
キ
、
チ
ュ
ロ
ス
な
ど
）
限
定
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
飲
食
店
は
な
か
っ
た
。

　
⑦
文
化
祭
と
シ
ン
ク
ロ　
文
化
祭
で
水
泳
部
に
よ
る
シ
ン
ク
ロ

が
披
露
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
2
0
0
5
年
。
01
年
の
映
画

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
」、
そ
れ
を
元
に
し
た
03
年
の
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
「W

ATER BO
YS

」
に
刺
激
を
受
け
た
水
泳
部
員
（
高
57

回
生
）
た
ち
が
発
案
し
て
始
め
た
が
結
局
実
現
で
き
ず
に
卒
業
、

後
輩
た
ち
が
引
き
継
い
で
そ
の
年
の
文
化
祭
で
実
現
さ
せ
た
。

　
毎
年
大
人
気
で
、
開
場
前
か
ら
整
理
券
を
求
め
る
人
々
が
列
を

作
る
ほ
ど
だ
っ
た
が
、18
年
を
最
後
に
現
在
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

元
々
、
水
泳
部
と
し
て
は
競
泳
が
メ
イ
ン
で
シ
ン
ク
ロ
は
希
望
者

だ
け
が
参
加
す
る
「
部
外
活
動
」。
ま
た
、
文
化
祭
の
行
わ
れ
る

６
月
は
水
泳
の
練
習
が
本
格
化
す
る
シ
ー
ズ
ン
と
重
な
り
、
プ
ー

ル
を
区
切
っ
て
シ
ン
ク
ロ
と
競
泳
の
両
方
を
練
習
す
る
こ
と
も
難

し
い
、
プ
ー
ル
も
浅
く
危
険
で
あ
る
、
な
ど
の
理
由
か
ら
だ
。

特集・文化祭

　
▼
学
校
で
１
軒
だ
け
出
店
で
き
た
「
喫

茶
室
」
を
や
り
ま
し
た
。
毎
年
軟
式
テ
ニ

ス
部
だ
っ
た
か
な
？
が
や
る
の
が
暗
黙
の

了
解
だ
っ
た
も
の
に
、
急
き
ょ
手
を
挙
げ

て
奪
い
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
男
子
が

蝶
ネ
ク
タ
イ
で
ウ
エ
イ
タ
ー
を
し
て
、
女

子
が
裏
方
。男
子
が
意
外
に
ノ
リ
ノ
リ
だ
っ

た
の
が
お
か
し
か
っ
た
で
す
。
喫
茶
室
は

１
軒
だ
け
な
の
で
、
思
い
の
ほ
か
繁
盛
し

て
、
打
ち
上
げ
は
「
か
に
道
楽
」
で
し
た
。

部
屋
の
外
の
廊
下
で
先
生
が
「
酒
飲
む
な

よ
」
的
に
に
ら
み
を
利
か
せ
て
い
た
の
も

お
か
し
か
っ
た
で
す
。（
高
33
回
）

　
▼
２
年
時
は
「
虜
囚
」
と
い
う
劇
。
日

露
戦
争
を
背
景
に
、
松
山
の
地
で
捕
虜
と

な
っ
た
ロ
シ
ア
人
兵
士
と
日
本
人
と
の
交

流
を
描
い
た
作
品
で
す
。
市
井
の
一
幕
を

描
き
な
が
ら
、
戦
争
と
人
間
に
つ
い
て
提

起
し
ま
し
た
。
３
年
時
は
「
山
小
屋
に
て
」

と
い
う
劇
で
し
た
。
山
で
遭
難
し
た
青
年
、

１
年
後
供
養
に
訪
れ
る
母
親
、
山
で
自
殺

を
図
ろ
う
と
す
る
青
年
等
、
北
ア
ル
プ
ス

を
舞
台
に
、
若
さ
ゆ
え
の
葛
藤
を
描
こ
う

と
し
ま
し
た
。（
高
21
回
）

　
▼
定
時
制
は
「
月
見
祭
」
と
い
う
名
前

で
10
月
に
開
催
。
演
劇
部
、
美
術
部
が
協

力
し
て
準
備
、終
電
車
ま
で
頑
張
っ
た
。「
夕

鶴
」
を
上
演
し
た
時
は
チ
ョ
ー
ク
の
粉
を

髪
に
つ
け
て
白
髪
に
見
せ
た
り
、
工
夫
し

た
。「
つ
う
」
役
が
２
人
い
て
、
も
め
た
記

憶
が
あ
る
。（
定
４
回
）

　
▼
高
３
（
73
年
）
の
文
化

祭
、
有
志
で
当
時
、
流
行
っ

た
仁
侠
映
画
を
ベ
ー
ス
に
映

画
を
製
作
。
脚
本
、
配
役
、
衣
装
等
を
生

徒
で
行
い
、
当
時
の
恩
師
の
枩
野
正
剛
、

森
瑛
二
郎
、
井
出
（
兵
頭
）
修
美
先
生
に

も
ご
出
演
頂
き
ま
し
た
。
ロ
ケ
は
校
内
、

生
徒
宅
、
方
違
神
社
、
河
原
等
で
敢
行
。

力
作
、
熱
演
で
夜
遅
く
ま
で
制
作
し
ま
し

た
。
当
時
は
ビ
デ
オ
も
な
く
、
無
声
の
８

ミ
リ
。
上
映
時
は
ア
フ
レ
コ
で
対
応
、
人

気
を
博
し
ま
し
た
。
時
代
は
流
れ
、
８
ミ

リ
の
デ
ー
タ
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
な
り
、
昨
夏
に

は
、
ネ
ッ
ト
（facebook

）
で
も
見
れ
る

様
に
な
り
、
当
時
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
事

が
出
来
ま
す
。（
高
26
回
）

　
▼
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
の
余
韻
冷
め

や
ら
ぬ
1
9
8
4
年
初
夏
、
我
々
3
│
9

は
文
化
祭
出
展
の
映
画“Coke -Joke”

の
制
作
に
励
ん
で
い
た
。
当
時
話
題
の
映

画
〝
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
〞
の
パ
ロ
デ
ィ
で
、

「
望
み
が
叶
う
コ
ー
ラ
瓶
」
の
行
方
を
巡
る

ス
ト
ー
リ
ー
。
ロ
ケ
地
は
方
違
神
社
、
大

和
川
、
仁
徳
天
皇
陵
・
大
仙
公
園
と
、
堺

を
代
表
す
る
名
所
。
方
違
神
社
の
境
内
で
、

謎
の
言
語
〝
ビ
ビ
ン
バ
〞
を
連
呼
す
る
褐

色
の
現
地
人
を
演
じ
た
本
田
成
二
君
の
熱

演
が
懐
か
し
い
。
完
成

ま
で
の
追
い
込
み
、
蔡

栄
浩
君
宅
で
、
監
督
の

田
中
栄
治
君
、
清
水
隆

君
を
中
心
に
苦
闘
し
た

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
編

集
作
業
も
い
い
思
い
出

だ
。（
高
37
回
）

　
▼
平
成
校
舎
が
で
き
た
年
に
入
学
し
、
１

年
生
で
３
ク
ラ
ス
だ
け
の
幸
運
に
恵
ま
れ
新

教
室
に
。
文
化
祭
の
出
し
も
の
の
ポ
ス
タ
ー

を
制
作
す
る
の
に
、
で
き
て
３
カ
月
目
の
真

新
し
い
床
に
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
を
ベ
タ
っ
と

塗
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
は
、
今
も
残
っ
て

い
る
か
し
ら
？　
2
・
3
年
生
の
時
に
は
、

演
劇
を
多
目
的
ホ
ー
ル
で
お
披
露
目
し
た
後
、

中
庭
に
集
合
し
て
ク
ラ
ス
写
真
。
ま
だ
ピ
カ

ピ
カ
の
校
舎
と
池
の
水
が
レ
フ
板
に
な
っ
て
、

は
じ
け
る
ほ
ど
に
明
る
い
表
情
が
写
真
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。（
高
49
回
）

　
▼
２
年
前
期
に
生
徒
会
長
（
直
接
選
挙
で

選
ば
れ
る
会
長
が
各
部
長
を
指
名
す
る
「
大

統 

領
制
」）
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
ま 

し
た
。

第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
世
代
で
１
学
年
16
ク

ラ
ス
・
全
校
2
0
0
0
人
で
大
盛
り
上 

が
り
。

一
方
「
教
室
の
配
置
」
や
「
講
堂
と
体
育
館
」

の
抽
選
が
熾
烈
で
し
た
し
、「
混
乱
を 

防
ぐ

た
め
、
宣
伝
は
教
室
前
で
」
へ
の
反
発
な
ど

細
か
な
ル
ー
ル
に
熱
く
な
っ
て
あ
ち
こ
ち
の 

ト
ラ
ブ
ル
対
応
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
私
は
国
会
に
、
当
時
の
文
化
部
長
は
財

務
省
に
い
ま
す
。（
高
42
回
）

　
▼
私
は
母
校
在
学
時
、
生
徒
会
長
と
し
て

三
丘
生
1
0
0
0
名
の
青
春
の
思
い
出
を
い

い
も
の
に
す
る
と
執
行
部
の
仲
間
と
共
に
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
心
構
え
の
も
と

に
文
化
祭
の
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
に
携
わ
れ
た

こ
と
は
、
多
く
の
学
び
と
共
に
い
い
思
い
出

で
す
。
と
り
わ
け
、
仲
間
と
共
に
史
上
初
の

文
化
祭
後
夜
祭
を
実
現
し
た
際
、
体
育
館
の

キ
ャ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
ク
か
ら
集
ま
っ
た
学
友
の

姿
を
見
た
時
に
覚
え
た
達
成
感
は
今
も
鮮
や

か
で
す
。（
高
70
回
）

　
▼
中
３
か
高
１
の
と
き
、
２
つ
上
の
先

輩
が
三
丘
会
館
で
バ
ン
プ
の
曲
を
大
音
量

で
演
奏
し
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
の
熱
気

に
衝
撃
を
受
け
た
。
高
２
に
な
っ
て
、
学

校
が
苦
手
な
私
に
先
生
が
文
化
祭
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
を
描
く
よ
う
に
勧
め
て

く
れ
た
の
で
、
以
前
受
け
た
衝
撃
を
描
こ

う
と
思
っ
て
、
三
国
の
生
徒
と
は
思
え
な

い
不
良
姿
の
男
子
が
バ
ン
ド
を
組
ん
で
飛

び
跳
ね
て
演
奏
し
て
い
る
様
を
描
い
た
。

あ
の
ラ
イ
ブ
良
か
っ
た
な
ー
、
文
化
祭
、

は
じ
け
て
ほ
し
い
な
ー
と
。（
高
58
回
）

▼
当
時
の
美
術
部
は
、
物
品
販
売
で
ず
い

ぶ
ん
も
う
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
主

な
商
品
は
タ
イ
ル
で
作
っ
た
ブ
ロ
ー
チ
。

い
ろ
ん
な
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
並
べ
る
と

皆
さ
ん
結
構
手
に
取
っ
て
く
れ
て
。
お
う

ち
が
タ
イ
ル
屋
さ
ん
の
部
員
も
い
て
、
原

価
が
低
か
っ
た
の
は
内
緒
。
売
上
金
を
生

徒
会
に
上
納
し
て
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た

が
、
本
当
は
も
っ
と
実
入
り
が
あ
り
ま
し

た
！　
ご
め
ん
な
さ
い
。
他
に
も
針
金
細

工
で
文
字
を
作
っ
た
り
、

リ
ク
エ
ス
ト
に
対
応
し

た
の
が
売
上
に
つ
な

が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

経
営
の
基
礎
？
を
勉
強

し
ま
し
た
。（
高
37
回
）

　
▼
語
学
部
の
英
語
劇「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」で
、

私
は
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
母
、
ガ
ー
ト
ル
ー
ド

を
演
じ
ま
し
た
。
セ
リ
フ
は
一
行
だ
け
、

「O
h, m

y Lord!

」
で
し
た
。
オ
ー
ミ
ロ
ー

ド
！
と
発
音
す
る
の
だ
と
教
え
て
も
ら
っ

て
、
そ
れ
を
ず
ー
っ
と
覚
え
て
い
ま
す
。

緑
色
の
長
い
舞
台
衣
装
を
母
に
作
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
複
雑
な
女
の
葛
藤
な
ど
、

全
然
頭
に
な
く
大
根
役
者
も
い
い
と
こ
ろ

で
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
な
い

ほ
ど
の
端
役
だ
っ
た
の
に
大
い
に
緊
張
し

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。（
高
21
回
）

　
▼
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
の
出
し
物
は
演

劇
で
し
た
。
こ
の
頃
は
、
そ
の
近
年
に
話

題
に
な
っ
た
映
画
や
ド
ラ
マ
を
演
目
の
ネ

タ
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
私
た
ち
は
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」
と
「
女
帝
」（
ホ
ス

テ
ス
の
成
長
物
語
）
の
両
方
を
や
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
共
通
点
の
乏
し
い
２
作

品
を
融
合
さ
せ
る
脚
本
作
り
が
難
航
す
る

中
、
少
し
ア
イ
デ
ア
を
出
し
た
こ
と
で
脚

本
を
書
く
よ
う
頼
ま
れ
、
寝
る
間
も
惜
し

ん
で
書
き
上
げ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
皆
や

担
任
の
先
生
が
「
面
白
い
」
と
評
価
し
て

く
れ
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。（
高
63

回
）
　
▼
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
を
演
じ
ま
し
た
。

当
時
講
堂
？
（
劇
会
場
）
で
マ
ッ
チ
の
使

用
は
禁
止
と
い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
本
番

で
マ
ッ
チ
を
擦
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
少
女
役
が
女
性
と
私
（
男
性
）
の
２

人
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
私
が
マ
ッ
チ
を

全
部
擦
っ
て
凍
え
死
に
し
た
後
、お
婆
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
天
国
へ
行
っ
て
幸
せ
に
な
る

役
が
そ
の
女
性
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
役
を
演
じ
た
せ
い
か
、

大
学
に
入
っ
て
演
劇
部
に
入
り
、
安
岡
章

太
郎
作
の
「
ブ
リ
ス
ト
ヴ
ィ
ル
の
午
後
」

と
い
う
２
人
劇
の
差
別
に
会
う
日
本
人
留

学
生
の
役
を
演
じ
ま
し
た
。（
高
21
回
）

　
▼
３
年
１
組
の
劇

「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
は

衣
装
を
宝
塚
歌
劇
団

か
ら
借
り
て
き
て
本

当
に
本
格
的
な
も
の

で
し
た
。
主
演
の
男

役
の
女
子
が
誰
だ
っ

た
か
忘
れ
ま
し
た

が
、
皆
か
ら
サ
イ
ン

を
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
し
ば
ら
く
は
本
当
の

ス
タ
ー
扱
い
で
し
た
。（
高
21
回
）

　
▼
水
泳
部
は
文
化
祭
で
シ
ン
ク
ロ
を
披
露

す
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
た
。
文
化
祭

の
半
年
以
上
前
か
ら
選
曲
・
振
り
付
け
・
構

成
・
衣
装
な
ど
全
て
を
自
分
達
で
考
え
、
毎

日
練
習
に
明
け
暮
れ
た
。
ま
だ
薄
暗
い
冬
の

朝
、
皆
が
遊
ん
で
い
る
昼
休
み
、
ク
タ
ク
タ

に
な
っ
た
部
活
の
後
、
も
ち
ろ
ん
嫌
に
な
っ

た
こ
と
は
何
度
も
あ
る
。
で
も
本
番
当
日
目

の
当
た
り
に
し
た
万
雷
の
拍
手
、
耳
を
つ
ん

ざ
く
黄
色
い
歓
声
。
全
て
が
報
わ
れ
た
気
が

し
た
。
私
は
あ
の
６
月
14
日
を
い
つ
ま
で
も

決
し
て
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
。（
高
69
回
）

　
▼
２
年
の
時
は
映
画
制
作
。
音
入
れ
を
す

る
た
め
に
う
ち
の
２
D
K
の
狭
い
部
屋
に
11

人
も
集
ま
っ
た
。
３
年
の
時
は
生
徒
会
が
成

立
し
な
か
っ
た
の
で
文
化
祭
実
行
委
員
会
が

結
成
さ
れ
た
。
自
分
は
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
忙

し
く
ク
ラ
ス
の
発
表
（
映
画
だ
っ
た
は
ず
）

は
全
く
手
伝
わ
ず
、
ク
ラ
ブ
（
放
送
部
）
の

ほ
う
も
２
年
生
に
お
ま
か
せ
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。（
高
34
回
）

■ 

手
作
り
品
を
販
売

■ 

表
紙
の
絵
を
描
い
た

■ 

演
劇
の
面
白
さ
に
目
覚
め
る

■ 

シ
ン
ク
ロ
の
練
習
に
明
け
暮
れ
て

劇
に
、
映
画
に

バ
ザ
ー
に
熱
中

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

■ 

生
徒
会
成
立
せ
ず…

■ 

緊
張
し
た
！
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